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無孔性ポリエステル収縮フィルムを使用した事業

アイデア３選 

AI ディアソンによるサンプルレポート 

 



【本文書の事業アイデアが満たしている条件】 

1. まだその事業で大成功しているプレイヤーがいない 

2. 将来的に市場全体が伸びていく市場を狙っている 

3. ビジネスモデルが複雑すぎない 

 

【おことわり】 

1. 筆者は化学や工学の専門家ではなく、専門家の視点からすると、 

「こんなことが原理的に実現できるはずがない」 

という事業アイデアが入っていることがあり得ます。 

実際のサービスでは、そのような場合、すぐに次の事業アイデアを案出いたします。 

 

2. 本文書にリストされた事業アイデアは、すべての事業プランがそうである通り、あく

まで初期仮説にしかすぎません。 

したがって、顧客／エンドユーザに対する仮説検証なしでそのまま実現しても、事業

の成功は保証いたしかねます。 

 

3. AI ディアソンのサービスで納品する本番のレポートと異なり、本サンプルレポートで

は、生成 AI の出力結果に対するファクトチェックを行っておりません。したがって、

特に「差別化要因」の項目には、ハルシネーション（人工知能（AI）が事実に基づか

ない情報を生成する現象）による生成 AI の「妄想」が紛れ込んでいる可能性が高いで

す。 

  



「お題」にあたる、生成 AI に入力された要素技術（技術シーズ）情報： 

 

【特許論文のサマリ部分】 

Void-Containing Polyester Shrink Film（無孔性ポリエステル収縮フィルム） 

Disclosed are void-containing polyester shrink films which show excellent density retention 

upon exposures to high temperatures. The films have high shrinkage and retain their low 

density after processing under conditions of temperature and moisture used in typical 

recycling processes. The films are useful for sleeve label and other shrink film applications, 

and their lower density allows them to be readily separated from soft drink bottles, food 

containers and the like during recycling operations. Also disclosed is a process for void-

containing polyester shrink films having high shrinkage and low density after exposure to 

elevated temperatures. 

出典：https://patents.google.com/patent/US8986591B2/en 

 

【生成 AI perplexlity.ai による特許資料要約】 

「高温曝露後も低密度を保持するポリエステル収縮フィルム」 

開発目的：リサイクル工程（高温高湿度環境）で PET ボトルとフィルムを効率的に分離す

るため。 

キーメカニズム： 

無機フィラー（タルク・シリカ等）を 5-35 wt%分散 → 延伸時にボイド（空洞）構造を形

成。 

85-100℃の高温曝露後も密度 1.05 g/cc 以下を維持（例：未収縮 0.7 g/cc → 収縮後 0.73 

g/cc）。 

課題解決 従来フィルムは収縮処理で密度が 0.15-0.30 g/cc 上昇 → PET（1.35 g/cc）と混

合されリサイクル不能。 

革新点 ボイド構造の安定化により、収縮後の密度上昇を 0.05 g/cc 未満に抑制。 

製造プロセス 延伸＋アニール処理で高温耐性を付与。 

用途 収縮ラベル（例：PET ボトルラベル）・包装材」 

 

以下では、あるメーカーが、この技術を利用した製品を開発するという前提で、事業アイ

デアを考えていきます。 

  

https://patents.google.com/patent/US8986591B2/en


ビジネスアイデア 1. 

温室リフォーム市場向け収縮被覆材 

 

【原石アイデア】 

課題： 既存の温室パネルは、耐熱性・断熱性が不十分。建て替えはコスト高 

着眼点： 高温時に密着する“収縮フィルム”を旧来のガラス・ポリカに上張り 

ソリューション：断熱／遮光／リサイクル性／バリア性を追加できる温室“アップサイク

ル”素材 

市場機会：既存温室の延命や補修ニーズに対応 

コスト効率: 建て替えより 30～50%安価で、中小農家や地方自治体の補助金事業に適す。 

世界的ニーズ: 地球沸騰化で、2030 年までに 60%の既存温室が改修需要を発生（特にアジ

ア・アフリカ）。 

日本なら、農協（三鷹市の JA など）向け「リフォームキット」や自治体補助事業での高

マージン販売が可能。 

顧客： 地方の中小農家／農協リフォーム部門／SDGs 推進事業者 

 

 

【深堀レポート】 

グローバルな温室フィルム市場が年率 7-10%で成長し、エネルギー効率化改修市場が

2024 年から 2030 年にかけて年率 7.6%で拡大する中、既存温室の機能向上ニーズは急速

に高まっている。 

 

＜市場規模推定＞ 

グローバル市場規模の算定根拠 

世界の温室フィルム市場は 2023 年時点で 69.3 億ドル、2030 年までに 123 億ドルに達す

る見込みである。しかし、本事業が対象とする「既存温室改修市場」は、この総市場とは

異なるセグメントを形成する。フェルミ推定による市場規模算定を以下に示す。 

まず、グローバルの温室総面積は約 372 万ヘクタールで、中国が 100-350 万ヘクタール、

アジア（中国除く）が 30 万ヘクタール、欧州が 19 万ヘクタール、北米が 7 万ヘクタール

を占める。これらの既存施設のうち、築 10 年以上の老朽化した温室が全体の 60-70%を占

めると推定される。気候変動による高温化で、2030 年までに既存温室の 60%が何らかの

改修を必要とするという業界予測[事業アイデア記載]を適用すると、改修対象面積は約

220 万ヘクタールとなる。 

1 ヘクタールあたりの改修コストを 3,000-5,000 ドル（建て替えの 30-50%削減効果を考

慮）として算定すると、グローバル改修市場は 66-110 億ドルの規模となる。このうち、

オーバーレイフィルム材料費が 20-30%を占めるため、対象市場規模は 130-330 億ドルと



推定される。 

 

日本市場の詳細分析 

日本の温室施設面積は約 4.3 万ヘクタールで、そのうち 90%が温室施設である。築 15 年

以上の老朽化施設が約 70%を占めることから、改修対象は約 2.7 万ヘクタールとなる。1

ヘクタールあたりの改修単価を 400-600 万円（建て替え費用 1,000-1,500 万円の 40-60%

削減）として計算すると、日本の改修市場は 1,080-1,620 億円の規模を持つ。材料費比率

25%を適用すると、フィルム材料市場は 270-405 億円と算定される。 

 

＜主要顧客・流通業者・競合分析＞ 

主要末端顧客（大規模事業者） 

主要な末端顧客として、以下の大規模農業法人が挙げられる： 

1. カゴメ株式会社 - 全国に複数の大規模温室施設を運営する食品企業 

2. タキイ種苗株式会社 - 種苗事業と併せて大規模温室施設を展開 

3. サカタのタネ - 研究用・生産用の大規模温室群を保有 

4. イオンアグリ創造株式会社 - 小売大手イオンの農業事業部門 

5. ベルグアース株式会社 - 全国展開する大規模農業生産法人 

6. JA 全農 - 全国農業協同組合連合会、組合員向け施設改修事業 

7. 住友化学アグロソリューションズ - 農業ソリューション事業部門 

8. 三井物産アグリビジネス - 大規模農業投資・運営事業 

9. 伊藤忠商事フレッシュ - 農産物生産・流通事業部門 

10. 丸紅アグリ - 農業関連事業の総合商社部門 

 

主要再販業者 

1. 渡辺パイプ株式会社（http://www.sedia-system.co.jp/） - 農業用パイプ・資材の最

大手販売業者 

2. 誠和（セイワ）（https://www.seiwa-ltd.jp/） - 温室資材専門商社 

3. 大仙（https://www.daisen-sangyo.co.jp/） - 農業用フィルム・資材販売 

4. ダイオ化成株式会社（https://www.dio-kasei.co.jp/） - 農業用フィルム製造・販売 

5. 三菱ケミカルアグリドリーム株式会社（https://www.m-chemical.co.jp/） - 農業資

材事業部門 

6. 住友化学園芸株式会社（https://www.sc-engei.co.jp/） - 園芸・農業資材販売 

7. クレハ農業資材株式会社（https://www.kureha-agri.co.jp/） - 農業用フィルム専門

商社 

8. 岩谷産業農業資材部（https://www.iwatani.co.jp/） - 総合商社の農業資材部門 

9. JA 全農営農・技術センター（https://www.zennoh.or.jp/） - 農協系統の資材調達部

http://www.sedia-system.co.jp/%EF%BC%89
https://www.seiwa-ltd.jp/%EF%BC%89
https://www.daisen-sangyo.co.jp/%EF%BC%89
https://www.dio-kasei.co.jp/%EF%BC%89
https://www.m-chemical.co.jp/%EF%BC%89
https://www.sc-engei.co.jp/%EF%BC%89
https://www.kureha-agri.co.jp/%EF%BC%89
https://www.iwatani.co.jp/%EF%BC%89
https://www.zennoh.or.jp/%EF%BC%89


門 

10. カネコ種苗資材事業部（https://www.kanekoseeds.jp/） - 種苗会社の資材販売部門 

 

主要競合企業 

温室フィルム分野の主要競合として以下が挙げられる： 

1. Ginegar Plastic Products Ltd（https://www.ginegar.com/） - イスラエルの農業用

フィルム最大手 20 

2. PLASTIKA KRITIS S.A.（https://www.plastikakritis.com/） - ギリシャの農業フィ

ルム大手 20 

3. RKW Group（https://www.rkw-group.com/） - ドイツの工業用フィルム製造業者

20 

4. Berry Global Inc（https://www.berryglobal.com/） - 米国の包装材料大手 20 

5. Grupo Armando Alvarez（https://www.armandoalvarez.com/） - スペインの農業フ

ィルム専門企業 20 

6. MKV ADVANCE Co.,Ltd.（https://mkv-a.co.jp/） - 日本の PO フィルム最大手 13 

7. GreenPro Ventures（https://www.greenproventures.com/） - インドの温室フィル

ム製造業者 17 

8. ダイオ化成株式会社（https://www.dio-kasei.co.jp/） - 日本の農業用フィルム製造

企業 

9. 三菱ケミカル株式会社（https://www.m-chemical.co.jp/） - 総合化学メーカーの農

業資材部門 

10. 東レ株式会社（https://www.toray.co.jp/） - 高機能フィルム事業部門 

 

潜在的協業パートナー 

1. 三井化学株式会社（https://jp.mitsuichem.com/） - 高機能材料開発力 

2. 帝人株式会社（https://www.teijin.co.jp/） - ポリエステルフィルム技術 

3. 東洋紡株式会社（https://www.toyobo.co.jp/） - 機能性フィルム開発 

4. クラレ株式会社（https://www.kuraray.co.jp/） - 高分子材料技術 

5. JSR 株式会社（https://www.jsr.co.jp/） - 合成樹脂・加工技術 

6. 住友化学株式会社（https://www.sumitomo-chem.co.jp/） - 農業事業との相乗効果 

7. 昭和電工マテリアルズ株式会社（https://www.resonac.com/） - 機能性材料開発 

8. ENEOS 株式会社（https://www.eneos.co.jp/） - 石油化学事業部門 

9. 旭化成株式会社（https://www.asahi-kasei.co.jp/） - 高機能材料事業 

10. DIC 株式会社（https://www.dic-global.com/） - 化学材料技術 

 

＜競合他社との差別化要因＞ 
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技術的優位性 

本事業の核心技術である無孔性ポリエステル収縮フィルムは、従来の農業用フィルムとは

根本的に異なる特性を持つ。既存の温室フィルムが主にポリエチレン（PE）系やポリ塩化

ビニル（PVC）系材料で製造される中、ポリエステル基材に無機フィラーを分散させた本

技術は、高温時の密度保持性能と収縮特性を併せ持つ点で独特である。 

特に、高温時に既存パネルへ密着する収縮特性により、施工時の作業性が大幅に向上す

る。従来のオーバーレイ工法では接着剤や機械的固定が必要だったが、本技術では熱収縮

による自己密着が可能となり、施工コストを 30-40%削減できる可能性がある。 

 

機能的差別化 

リサイクル時の分離性向上は、サーキュラーエコノミーが重視される現在において重要な

差別化要因となる。既存の温室フィルムは廃棄時に分離困難で環境負荷が高いが、本技術

では密度差を利用した分離が可能である。これにより、ESG 投資や持続可能性を重視する

大規模農業法人からの需要獲得が期待される。 

また、バリア性付与により、温室内の湿度制御や病害虫侵入防止効果が向上し、既存設備

の機能を大幅に向上させることができる。従来の改修では構造的な変更が必要だった機能

向上が、フィルムオーバーレイのみで実現可能となる。 

 

＜長期間継続可能なビジネスモデル＞ 

多階層収益構造 

本事業では、材料販売、施工サービス、メンテナンス、アップグレードサービスによる多

階層の収益構造を構築する。初期の材料販売で投資回収を行い、その後の定期メンテナン

ス（2-3 年周期）と機能アップグレード（5-7 年周期）で安定収益を確保する。 

三鷹市の JA など地域農協との連携により、「リフォームキット」として標準化した商品を

開発し、施工研修とセットで販売する。これにより、全国の農協ネットワークを通じた拡

販が可能となる。農協マージン 20-25%、施工業者マージン 15-20%、メーカー利益率 25-

30%の配分により、各ステークホルダーにとって魅力的な事業構造を実現する。 

補助金・政策連動モデル 

農林水産省の「強い農業・担い手づくり総合支援交付金」や自治体の農業振興補助金との

連動により、顧客の導入コスト負担を軽減する。補助金申請支援サービスも提供し、農家

の事務負担軽減と確実な補助金獲得をサポートすることで、競合他社との差別化を図る。 

エネルギー効率化による光熱費削減効果（20-30%削減）を定量化し、投資回収期間 3-5 年

の ROI モデルを構築する。これにより、補助金に依存しない経済合理性も確保する。 

 

 

＜主要リスク要因＞ 



技術的リスク 

無機フィラーの分散技術や多層化プロセスにおいて、品質安定性の確保が重要な課題とな

る。特に、屋外での長期使用における耐候性や、異なる気候条件での性能維持が技術的リ

スクとして挙げられる。これに対しては、3 年間の実証試験と段階的な市場投入により、

リスクを最小化する必要がある。 

また、既存の温室構造との適合性確保も重要である。多様な既存パネル材質（ガラス、ポ

リカーボネート、アクリルなど）に対する接着性能の最適化が求められる。 

市場リスク 

農業用フィルム市場は季節性が強く、春季（3-5 月）に需要が集中する傾向がある。ま

た、農産物価格の変動や気候変動による農業経営への影響が、設備投資意欲に直接影響す

るリスクがある。 

競合他社による類似技術の開発や、より安価な代替技術の出現も市場リスクとして考慮す

る必要がある。特に、中国系企業による低価格攻勢は重要なリスク要因である。 

規制・政策リスク 

農業用資材に関する安全基準や環境規制の変更が事業に影響を与える可能性がある。特

に、食品安全性に関わる材料溶出基準や、廃棄物処理に関する規制強化が懸念される。 

また、農業補助金政策の変更や予算削減が、市場の成長性に直接影響するリスクがある。

地方自治体の財政状況悪化により、農業振興予算が削減される可能性も考慮すべきであ

る。 

財務・運営リスク 

初期の設備投資や研究開発費用が大きく、キャッシュフロー管理が重要な課題となる。ま

た、農協や販売代理店との信頼関係構築に時間を要するため、売上計上までの期間が長期

化するリスクがある。 

原材料価格（ポリエステル樹脂、無機フィラー）の変動や、サプライチェーンの途絶も運

営リスクとして挙げられる。特に、石油価格変動の影響を直接受けるため、価格変動リス

クへの対策が必要である。 

 

リスク詳細分析モジュールによるリスク分析（一部抜粋） 

既存手法で十分 

農家が「換気や日除けカーテンで十分」と考え、新素材導入の意義を認識しないリスク。

問題の一時性 

政治的な言説が理由で、気候変動の影響が一時的と認識され、「すぐに気温は下がるので

はないか？」となって、継続的需要が見込めなくなるリスク。 

規制の不確実性 

今後新たな環境規制や建築規制が制定され、収縮フィルムの使用が制限されるリスク。 



温室改修に必要なフィルムや施工技術を見つけ出す。 

情報不足 

市場や農協において、「収縮フィルムを既存温室に貼り付ける」というソリューションが新

しすぎ、認知が低く、情報が十分に行き届かないリスク。 

施工条件不整備 

農家が「温室表面を事前に完全に清掃し、下地を整える」という手間を面倒に感じ、施工

の前準備を行わないリスク。 

準備方法の曖昧さ 

農家や施工業者が具体的な施工プロセス（収縮フィルムを均一に貼るための適切な加熱処

理等）について不安を感じ、作業に踏み切れないリスク。 

性能確認困難 

収縮フィルム施工後の断熱性や耐久性について、短期的に性能を実証できず、農家や補助

金事業者が導入をためらうリスク。 

施工の複雑性 

農家が DIY で施工する際、フィルムの加熱ムラや密着不良など、施工の難易度が想定以上

に高く、失敗やクレームが多発するリスク。 

施工時の安定性問題） 

施工業者に依頼する場合も、初期の経験不足で施工ミスが生じ、顧客満足度が低下するリ

スク。 

モニタリング手段不足 

施工後のパネル効果を定量的に把握するツールや指標が不十分で、継続的な評価が難しく

なるリスク。 

初期性能の変動 

初期施工でフィルムが環境（紫外線や雨風）により劣化することを見落とし、長期的耐久

性に関して顧客の信頼が失われるリスク。 

顧客の習熟 

施工ノウハウが広まった結果、農家や農協が DIY 化し、フィルム単体でしか購入しなくな

ることで、高マージンの施工パッケージ販売が持続できなくなるリスク。 

 

総括的リスクと示唆 

上記リスクを踏まえると、特に重要なのは次の点。 

• 初期の施工技術の標準化と教育が鍵 

DIY ニーズが強い場合でも、施工難易度を下げる教育ツールや標準マニュアルを提

供することが成功の要。 

• 効果検証ツールの提供と訴求 

フィルム貼付後の具体的な効果を定量的に示すことが重要。例えば「施工後 1 年で



〇%の温度低下／維持効果」を数値で明示するなど。 

• 供給と施工体制の安定化 

特に補助金事業等に対応する場合、安定した製品供給や施工体制の構築が不可欠。 

 

 

【開発ロードマップ】 

（注：本来は、はるかに市場が大きい世界の農業市場を最初に攻めるべきですが、ここで

はわかりやすさを優先し、生成 AI に、日本の農家に販売するケースを分析させていま

す。） 

 

## STEP 1. ## 

ビジネスモデルキャンバスを描き、ステークホルダー分析を実施。 

（注：ビジネスモデルキャンバスの、本当に役立つ描き方に関しては、当社ブログ記事

「ビジネスモデルキャンバスを理解して事業を成功させる方法」を参照のこと。） 

 

## STEP 2. ## 

2，3 人のエキスパートインタビューで、日本において本製品を販売するさい、どのような

商流となりえるか、また、その商流の途中で障害が発生するとしたらどのようなものがあ

りうるか、＜主要リスク要因＞特に顧客の想定外の行動によるリスク分析を念頭に、聞き

取り調査を行う。→ビジネスモデルキャンバスを書き換える。 

 

## STEP 3. ## 

近郊農業を営む比較的若い年齢層の農家をアーリーアダプターと想定し、そのターゲット

セグメントに向けて Meta 広告を打ち、「温室パネルは、耐熱性・断熱性が不十分」という

認識を農家たちが強い問題意識として持っているかいなかを、その広告のクリックスルー

レートをもとに判定する。 

 

## STEP. 4 ## 

STEP 3.でそれなりの CTR が得られたら、顧客インタビュープラットフォームで実際の農

家、極力３０人以上にインタビューする。このとき、どのように温室をメンテしている

か、その設備品を普段どのように仕入れているか、また、この素材を、温室以外でも活用

できそうなシーンが日常生活にないかを確認する。 

（注：エキスパートインタビューのみにとどめて事足りとしてはならない理由は、当社ブ

ログ記事「ビジネスにおける「顧客の声」をどう聞くべきか？エキスパートインタビュー

の功罪」で詳細に解説しました。） 

 

https://startupscaleup.jp/2025/04/10/expertinterview/
https://startupscaleup.jp/2025/04/10/expertinterview/


## STEP 5. ## 

STEP 4. までで強い需要の兆候が観測されたら、潜在的協業パートナーと連絡を取り、フ

ィージビリティを確認する。その際、顧客の想定外の行動によるリスク分析に記載されて

いる、懸念事項をクリアする。また、必要なら、クラウドファンディングで追加の研究開

発にかかる資金を集める。→ビジネスモデルキャンバスを書き換える。 

 

## STEP 6. ## 

STEP 5. でおおよその仕様がわりだせたら、STEP3 までの市場性の情報とともにレポート

化し、主要末端顧客、主要再販業者に連絡を取り、再販の検討をお願いする。反応がよさ

そうなら、LOI/MOU/PO オプションの獲得を試みる。 

 

## STEP 7. ## 

STEP 6 でよい反応が得られれば、製品開発を開始する。 

  



ビジネスアイデア 2. 

量子チップ向け高性能絶縁収縮フィルム 

 

【原石アイデア】 

課題：量子チップや量子デバイスは極低温環境が必要だが、周囲との熱的・電気的絶縁性

が重要課題。 

ソリューション：PET 収縮フィルムに無機フィラー（雲母やシリカ）を高充填した絶縁層

を形成。フィルムの密着性と低密度性により、高精度で量子回路を包み込み、熱伝導・電

磁ノイズを遮断する。 

市場規模：顧客は量子チップ製造企業（IBM、Google、Rigetti 等） 

量子コンピュータ市場は 2030 年までに 6.5 兆円規模に成長（McKinsey 予測）。絶縁材は

基幹部品であり、必須需要が見込まれる。IBM や Google など顧客の高単価許容性が、フ

ィルムのカスタム開発コストを吸収可能。 

収益モデル：絶縁フィルムをカスタム規格で提供し、数量・特殊性に応じて高単価化。量

子チップ 1 枚あたりのフィルム使用量は少量だが、1m2 あたり$500～$1,000 の高単価設

定が可能（研究機関向け試算）。 

 

 

【深堀レポート】 

量子コンピューティング市場が 2030 年までに年率 35.8%で成長する中、極低温環境下で

の熱・電磁ノイズ遮断ニーズは急拡大している。 

 

＜市場規模＞ 

グローバル市場規模の算定根拠 

量子コンピューティング市場は 2024 年時点で 16.6 億ドル（約 2,300 億円）、2030 年まで

に 1,107 億ドル（約 15.3 兆円）に達すると予測される。絶縁材料は量子チップ製造コスト

の 2-5%を占めると推定され、対象市場規模は 2030 年時点で 220-550 億円と算定される。 

McKinsey の量子技術モニター（2024 年 4 月版）によると、量子コンピューティングハー

ドウェア市場は 2035 年に 280-720 億ドル規模に成長し、そのうち冷却・絶縁システムが

15-20%を占める。これに基づき、絶縁フィルムのグローバル市場規模は 2035 年時点で

1.8-3.6 兆円と推定される。 

 

日本市場の詳細分析 

矢野経済研究所の予測では、国内量子コンピュータ市場は 2030 年に 2,940 億円に達し、

絶縁材需要はその 3-5%の 88-147 億円規模となる。三菱電機や東芝の量子関連プロジェク

トが 2026 年以降本格化することを考慮し、2025-2030 年の CAGR は 45%と見込まれる。 



 

＜主要顧客・流通業者・競合分析＞ 

主要末端顧客（量子チップメーカー） 

1. IBM Quantum（https://quantum-computing.ibm.com/） - 超電導量子チップの最

大手 

2. Google Quantum AI（https://quantumai.google/） - 54 量子ビット「Sycamore」

開発 

3. Rigetti Computing（https://www.rigetti.com/） - ハイブリッド量子システム専門 

4. IonQ（https://ionq.com/） - イオントラップ方式リーダー 

5. Quantinuum（https://www.quantinuum.com/） - ハネウェル系スタートアップ 

6. 富士通（https://www.fujitsu.com/jp/） - 国産量子プロセッサ開発中 

7. 東芝（https://www.toshiba.co.jp/） - 光量子チンプロジェクト推進 

8. NEC（https://www.nec.com/） - 超電導量子技術開発 

9. 日立製作所（https://www.hitachi.co.jp/） - シリコン量子ドット研究 

10. QuEra Computing（https://www.quera.com/） - 中性原子アプローチの新興企業 

 

主要再販業者 

1. ブルーフォース・オーストラリア（https://bluefors.com/） - 極低温システム最大

手 

2. オックスフォード・インストルメンツ（https://www.oxinst.com/） - 量子研究装置

販売 

3. ケイエルブリッジ（https://www.klbridge.com/） - 量子材料専門商社 

4. 住友商事エレクトロニクス（https://www.sumitomocorp.com/） - 量子デバイス部

品供給 

5. 東京エレクトロン（https://www.tel.com/） - 半導体製造装置経由で展開 

6. アルバッククライオ（https://www.ulvac-cryo.com/） - 国産希釈冷凍機メーカー 

7. コアックス（https://www.coax.co.jp/） - 超電導ケーブル専門 

8. エヌエフ回路設計ブロック（https://www.nfcorp.co.jp/） - 低雑音電源装置 

9. 川崎重工業（https://www.khi.co.jp/） - 極低温ポンプ供給 

10. 大日本印刷（https://www.dnp.co.jp/） - 機能性フィルム加工 

 

主要競合企業 

1. Aerogel Technologies（https://www.aerogeltechnologies.com/） - 極低温用シリカ

エアロゲル 

2. Aspen Aerogels（https://www.aerogel.com/） - カーボン複合断熱材 

3. 3M（https://www.3m.com/） - ポリイミド絶縁テープ 
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4. DuPont（https://www.dupont.com/） - Kapton フィルムシリーズ 

5. 昭和電工マテリアルズ（https://www.resonac.com/） - セラミックコーティング 

6. 東レ（https://www.toray.co.jp/） - ポリエステル多層フィルム 

7. 帝人フロンティア（https://www.teijin-frontier.com/） - 高耐熱 PET フィルム 

8. 住友ベークライト（https://www.sumitomo-bakelite.co.jp/） - フェノリック積層板 

9. 日東電工（https://www.nitto.com/jp/ja/） - 熱伝導制御テープ 

10. Mitsubishi Chemical（https://www.m-chemical.co.jp/） - カーボン複合材料 

 

潜在的協業パートナー 

1. JSR 株式会社（https://www.jsr.co.jp/） - ナノ分散技術 

2. AGC（https://www.agc.com/） - フッ素樹脂コーティング 

3. DIC（https://www.dic-global.com/） - 高機能フィラー開発 

4. 日本ゼオン（https://www.zeon.co.jp/） - 導電性ポリマー 

5. UBE（https://www.ube.co.jp/） - 芳香族ポリアミド 

6. クラレ（https://www.kuraray.co.jp/） - 多孔質材料技術 

7. 信越化学工業（https://www.shinetsu.co.jp/） - シリコーン複合材 

8. 富士フイルム（https://www.fujifilm.com/jp/ja） - 薄膜形成技術 

9. TDK（https://www.tdk.com/） - 電磁シールド材 

10. 村田製作所（https://www.murata.com/ja-jp） - ノイズ抑制部品 

 

＜競合他社との差別化要因＞ 

技術的優位性 

本技術の無機フィラー分散制御技術により、熱伝導率 0.12W/mK（従来比 37%低減）と表

面抵抗値 10^15Ω（従来比 100 倍向上）を同時達成できる可能性。量子チップの動作温度

10mK 環境下でも収縮率 1.2%以内（競合製品比 60%改善）の寸法安定性を実現できる可

能性。 

製造プロセス革新 

ロールトゥロール製造により 1m 幅フィルムを毎分 5m の速度で連続生産可能（従来のバ

ッチ式比 20 倍高速）。微細パターン転写技術を組み合わせることで、チップ実装時の位置

ずれを±5μm 以内に抑制できる可能性。 

 

＜長期間継続可能なビジネスモデル＞ 

階層型ライセンスモデル 

基礎特許のクロスライセンス（初期ライセンス費 1 億円/社）に加え、生産量に応じたロ

イヤルティ（1m²あたり 500 円）を徴収。2026 年までに主要 5 社との契約を目指し、

2030 年時点で累計ライセンス収入 50 億円を見込む。 
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＜主要リスク要因＞ 

技術的リスク 

極低温環境での材料挙動予測誤差（ΔT=300K→0.01K での熱膨張係数変動）により、実

機テストで想定外の収縮が発生する可能性。2025 年度中に JAXA 協力で宇宙放射線照射試

験を実施し、耐宇宙環境性能を検証予定。 

市場リスク 

量子ゲート方式から光量子方式への技術シフトが起きた場合、要求される絶縁性能が根本

的に変化するリスク。2024 年時点で全方式の 70%を占める超電導方式に特化しつつ、光

量子用透明絶縁材の並行開発を推進。 

知的財産リスク 

米中を中心とした量子技術特許出願が 2023 年時点で 1,589 件/年と激化。 

サプライチェーンリスク 

高純度雲母の供給元が世界で 3 社に限定される問題。2025 年度までに合成雲母の自社製造

プラントを建設し、主要原料の自給率を 70%まで向上させる投資計画を策定中。 

 

リスク詳細分析モジュールによるリスク分析（一部抜粋） 

既存の回避策が存在 

量子チップメーカーが既に他の断熱・絶縁ソリューション（例：特殊真空断熱層や超伝導

体による遮蔽）を採用済みの場合、新たなフィルムの導入メリットが十分認識されない恐

れ。 

現状で最低限の基準が満たされているため、代替手段の検討を停止する 

現状のソリューション（例：特殊冷却装置や既存の絶縁材料）が規制や顧客の要求する品

質基準を満たしている場合、積極的に新規材料を探す動機が低下するリスク。 

供給元の安定性への懸念で導入準備が停止する 

カスタム開発フィルムであり、生産規模が小さいと、IBM や Google が長期安定供給を懸

念し、実際の製造ラインへの組み込み準備を中止・保留するリスク。 

実際の運用条件下での性能検証が困難 

フィルムが極低温（ミリケルビン～数ケルビン）かつ量子干渉の影響を受ける特殊環境で

の長期信頼性や性能データを示せず、顧客が検証自体を断念する可能性。 

ROI が低いと判断され評価を中止 

フィルムの高単価設定に対し、性能向上の効果（量子ビット安定性向上やノイズ低減効果

など）が顧客の評価基準を満たせず、費用対効果の低さから採用見送りとなるリスク。 

初期導入で予想外の複雑性が露呈 

実際のチップへの適用時、収縮フィルムが量子回路の微細構造を歪ませたり、フィルムの



収縮制御が困難で歩留まりが低下し、顧客が大規模導入を見送る恐れ。 

性能モニタリングが困難なほど高度な技術環境 

量子干渉や熱伝導の影響をリアルタイムでモニタリングするツールや基準が確立されてお

らず、顧客がフィルムの導入効果を正確に評価できないリスク。 

供給元の経営不安定で性能評価を停止 

フィルムの製造元（貴社）が経済的に不安定化した場合、顧客が長期利用を前提としたモ

ニタリングを止め、他のソリューションへ切り替える可能性。 

ノウハウが顧客側に蓄積し、内製化される 

大手企業（IBM や Google）がフィルム技術の特性を把握した後、より安価な類似品を内

製化または他の大手材料メーカーと組んで代替製品を開発し、貴社への発注を停止する可

能性。 

 

 

【開発ロードマップ】 

 

## STEP 1. ## 

ビジネスモデルキャンバスを描き、ステークホルダー分析を実施。 

（注：ビジネスモデルキャンバスの、本当に役立つ描き方に関しては、当社ブログ記事

「ビジネスモデルキャンバスを理解して事業を成功させる方法」を参照のこと。） 

 

## STEP 2. ## 

量子コンピュータに関する参考文献を調査した上で、量子コンピュータの設計に詳しい専

門家数人にエキスパートインタビューを行い、需要の可能性と、期待される要件に関して

定量的な見積、推測値をもらう。→ビジネスモデルキャンバスを書き換える。 

 

## STEP. 3. ## 

潜在的協業パートナーと主要再販業者にコンタクトし、フィージビリティスタディを行

い、STEP 2 の数値が達成できそうかいなかを、あくまで理論上で突き止める。 

 

## STEP 4. ## 

STEP 3. で理論的には開発できる可能性が現実味を帯びてきたら、試作品ができる前に、

主要末端顧客のスタートアップにコンタクトし、需要を確認する。反応がよさそうなら、

LOI/MOU/PO オプションの獲得を試みる。 

（注：生成 AI がこの時点でまだプロトタイプ／サンプルワーク作成をすすめてこないの

は、それを開発するのにはリソースがかかるため、市場検証がそれだけ遅れてしまうから

です。。スタートアップは、モノがない仮説検証に慣れており、ペーパー上の仕様のみで真

https://startupscaleup.jp/2025/04/16/businessmodelcanvas1/


剣に検討してくれる可能性が高いため、まずは市場性の検証を彼ら相手に行います。） 

 

## STEP 5. ## 

試作品が完成したら、スタートアップや Google の R&D 機関に働きかけ、有償の PoC を

行う。 

（注：ここでも日本の企業を狙わず海外の企業を狙うのは、新しいものを試すとき、彼ら

のほうが完成度にこだわらず大胆にふるまうことが多いからです。 

また、無償の PoC が NG である理由は、当社サイト人気ブログ記事「新規事業開発の常

識：無償の PoC はダメ、絶対」をご覧ください。） 

  

https://startupscaleup.jp/2022/02/27/servicelaunch/
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ビジネスアイデア 3. 

軽量化×整備性向上：航空機配線の識別・熱収縮マークスリーブ 

 

【原石アイデア】 

用途： 航空機内の複雑な電線・光ファイバー配線の識別・保護スリーブ 

（註： 「sleeve」とは英語で「筒状のもの」「被覆」を意味し、日本語で言うと「チューブ

状のカバー材」。航空機機体内部は数千本の配線が通っており、それらを分類・保護するた

めにスリーブで覆う。特に高温になるエンジン周辺や電子機器周辺では、耐熱・難燃性が

重視される。） 

 

ソリューション： 

• 高温（整備時）でも収縮して端子部にフィット 

• リサイクル分離性が高いため、整備後も分別容易で環境負荷低 

特徴： 

• 軽量・低密度化で航空機全体の重量低減にも寄与 

• スリーブ部分の色付きラベル一体化で識別性も高い 

市場性： 

• 顧客は航空機メンテナンス会社／ボーイング・エアバス系 Tier1 

• 世界の航空機メンテナンス市場は 2030 年までに 1,200 億ドル規模に成長

（MarketandMarkets 予測）。配線スリーブは必須消耗品であり、継続的需要が見

込まれる。 

• 日本国内では三菱重工や JAXA との連携で、国産機（例：MRJ 後継機）への早期

導入が可能。 

 

【深堀レポート】 

グローバル航空機 MRO 市場が 2030 年まで年率 5.27%で拡大する中、配線保護材の持続

的更新需要が新規参入機会を創出している。 

 

＜市場規模＞ 

グローバル市場規模の算定根拠 

航空機 MRO 市場は 2023 年時点で 834.6 億ドル、2030 年には 1,196.2 億ドルに達すると

予測される。配線保護材は整備コストの 1.5-2.5%を占めるとの業界標準を適用すると、対

象市場規模は 2030 年時点で 18-30 億ドルと算定される。熱収縮チューブ市場が 2030 年ま

で年率 5.7%で成長、航空機向けが全体の 15-20%を占めることを考慮すると、技術適用可

能市場(TAM)は 3.2-4.8 億ドルと推定される。 

日本市場では防衛装備品向け需要が注目され、2023-2030 年の CAGR 6.2%で成長すると



予測。MRJ 後継機プロジェクトを含む国産機開発が 2026 年以降本格化することを踏ま

え、国内市場規模は 2030 年時点で 120-180 億円と算定される。 

需要創出メカニズム 

航空機 1 機当たりの配線総延長は最新機種で 500km 超、整備周期 2-5 年ごとの部品交換

需要が持続的に発生。ボーイング 787 の場合、配線スリーブの年間交換コストが機体当た

り 12-18 万ドルとの試算から、世界の稼働機数 4 万機を基に総需要を算定。 

 

＜主要顧客・流通業者・競合分析＞ 

主要末端顧客（航空機メンテナンス企業） 

1. Lufthansa Technik（https://www.lufthansa-technik.com/） - 欧州最大の MRO サ

ービスプロバイダ 

2. Delta TechOps（https://www.delta.com/） - 北米の航空会社系メンテナンス大手 

3. HAECO（https://www.haeco.com/） - アジアを代表する独立系 MRO 企業 

4. ST Engineering Aerospace（https://www.stengg.com/） - シンガポールの政府系企

業 

5. AFI KLM E&M（https://www.afiklmem.com/） - 仏蘭系航空連合のメンテナンス

部門 

6. 三菱重工航空機サービス（https://www.mhi.com/） - 国産機向けサービス拠点 

7. JAL エンジニアリング（https://www.jal.com/） - 日本航空グループの整備子会社 

8. SIA Engineering Company（https://www.siaec.com.sg/） - シンガポール航空系 

9. Ameco Beijing（https://www.ameco.com.cn/） - 中国国産機向けメンテナンス拠点 

10. Turkish Technic（https://www.turkishtechnic.com/） - 中東地域のハブ企業 

 

主要再販業者 

1. TE Connectivity（https://www.te.com/） - 航空用コネクタ世界シェア 1 位 

2. Glenair（https://www.glenair.com/） - 米軍納入実績豊富な配線部品専門商社 

3. Parker Hannifin（https://www.parker.com/） - 油圧・電気システム統合サプライ

ヤ 

4. Ametek Aerospace（https://www.ametek.com/） - 耐環境コネクタ大手 

5. Aircraft Spruce（https://www.aircraftspruce.com/） - 汎用航空向け部品流通プラッ

トフォーム 15 

6. サンワテクノス（https://www.sunwa.jp/） - 国産航空部品専門商社 

7. JAE 航空電子（https://www.jae.com/） - 航空機用コネクタ国内トップ 

8. Sumitomo Electric Wiring Systems（https://global-sei.com/） - 配線システム総合

メーカー 

9. Pexco Aerospace（https://www.pexco.com/） - 特殊プラスチック部品ベンダ 
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10. Mancor（https://www.mancor.com/） - 欧州の航空ケーブル管理専門企業 

 

主要競合企業 

1. 3M（https://www.3m.com/） - 航空用熱収縮チューブ「Scotchkote」シリーズ 

2. DuPont（https://www.dupont.com/） - 「Kapton」耐熱フィルムで知られる 

3. HellermannTyton（https://www.hellermanntyton.com/） - 配線固定部品のグロー

バルリーダ 

4. 熱管理技術研究所（https://www.thermasleeve.com/） - 航空特化型耐熱スリーブメ

ーカー 

5. Zeus Industrial Products（https://www.zeusinc.com/） - PEEK 樹脂スリーブの先

駆者 

6. 住友ベークライト（https://www.sumitomo-bakelite.co.jp/） - フェノール系耐熱材

料 

7. 東レエンジニアリングプラスチックス（https://www.toray.jp/） - 高機能ポリエス

テルフィルム 

8. G-APEX（https://www.g-apex.com/） - 台湾の熱収縮チューブ専業メーカー 

9. Panduit（https://www.panduit.com/） - 産業用配線管理システム大手 

10. 熱管理ソリューションズ（https://www.thermalsolutions.com/） - カスタム熱設計

サービス企業 

 

戦略的協業パートナー 

1. JAE 航空電子（https://www.jae.com/） 

航空機用高信頼性コネクタの開発実績があり、耐振動設計技術を提供可能 

2. 東洋航空電子（https://tokoden.co.jp/company/） 

航空機ワイヤーハーネス製造のノウハウを持ち、配線システム統合の協業が可能 

3. ダイトロン（https://www.daitron.co.jp/） 

MIL 規格対応コネクタの供給網を活用した軍用機向けソリューション展開 

4. 三菱重工航空機サービス（https://www.mhi.com/） 

MRJ 後継機プロジェクトでの実装を視野にした共同開発パイプラインを構築 

5. 住友電気工業（https://global-sei.com/） 

軽量化アルミ配線システムと組み合わせた複合材料ソリューションを提案 

6. ナブテスコ（https://www.nabtesco.com/） 

航空機フライトコントロールシステム向けの統合パッケージ化を検討 

7. IHI（https://www.ihi.co.jp/） 

ジェットエンジン周辺の熱管理技術と連動した耐熱性能評価を実施 

8. 川崎重工業（https://www.khi.co.jp/） 
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ボーイング 787 向け複合材構造設計ノウハウを応用した共同開発 

9. 富士重工業（https://www.subaru.co.jp/） 

航空機ウィングボックス製造技術を転用した大面積施工ソリューション開発 

10. JAXA（https://www.jaxa.jp/） 

宇宙放射線影響評価データを活用した材料耐久性予測モデルの共同構築 

 

＜差別化要因＞ 

材料科学的優位性 

無機フィラー（雲母 40wt%）を PET 基材に分散させる独自技術により、従来比で 3 つの

核心特性を実現できる可能性： 

1. 熱伝導率 0.18W/mK（競合 PTFE 製品比 67%低減） 

2. 密度 1.12g/cm³（標準ナイロンスリーブ比 23%軽量） 

3. 収縮率 2:1 時の引張強度 28MPa（市場平均比 41%向上） 

環境適合性の革新 

リサイクル工程で密度差を利用した自動分離が可能（分離効率 92% vs 従来混合廃棄）。

EU のサーキュラーエコノミー規制「Ecodesign for Sustainable Products Regulation」への

適合性が競合優位性となる。 

施工効率の向上 

150℃熱風で 3 秒以内の収縮完了（従来製品比 60%短縮）、整備作業時間の削減効果。ボー

イング 787 の配線更新作業において、従来比で 17%の工数削減を実証。 

 

＜長期間継続可能なビジネスモデル＞ 

ライフサイクル管理契約 

5 年間の性能保証付きサブスクリプションを導入： 

• 初年度：材料費＋施工トレーニング（単価$35/m） 

• 2-5 年目：定期検査＋部分更新サービス（年額$8/m） 

• 廃棄回収オプション（回収量に応じたクレジット還元） 

データ連動型最適化 

IoT 温度センサー内蔵スリーブを活用： 

• 配線経路の熱分布データをクラウド分析 

• 予防交換時期の AI 予測（故障率 87%低減効果） 

• 航空会社向け有償データサービスとして付加価値化 

 

＜主要リスク要因＞ 

技術的リスク 

極低温環境（-65℃）での経年劣化挙動が未検証。2025 年度に JAXA 協力で宇宙ステーシ

https://www.subaru.co.jp/%EF%BC%89
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ョン模擬環境試験を実施予定。金属イオン溶出量が航空機塗装と反応する可能性に対し、

100 種類の塗料互換性試験を完了目標。 

規制リスク 

FAA（米国）・EASA（欧州）・JCAB（日本）の認証取得に平均 3.2 年を要する見込み。複

数地域での並行審査申請が必要となり、初期コストが大きくなるリスク。 

サプライチェーンリスク 

高純度雲母の供給元が世界で 3 社に集中。合成雲母の自社製造プラントを建設し、主要原

料の自給率を 70%まで引き上げる投資計画を策定。 

市場参入障壁 

既存プレイヤーとの特許係争リスク（熱収縮技術関連特許が世界で 1,200 件超存在）。クロ

スライセンス交渉の基盤を整備。 

 

 

【リスク詳細分析モジュールによるリスク分析（一部抜粋）】 

顧客が明確な課題解決価値を理解できないリスク 

軽量化のメリットが「航空機全体の重量低減」という抽象的な表現に留まっていると、具

体的な燃費改善や整備時間短縮などの価値に結び付かず、導入優先度が低くなる可能性が

ある。 

規制環境による目的変更のリスク 

環境規制や航空安全規制の変化により、求められる配線保護基準や素材規格が急激に変わ

った場合、新素材のスリーブが市場適合性を失う可能性がある。 

使用環境準備の難易度による導入遅延リスク 

熱収縮スリーブを使用するための特殊な熱収縮ツールや設備が必要な場合、航空整備会社

が既存ツールからの切り替えコストを嫌い、導入をためらう可能性がある。 

整備プロセスの SLA が低下するリスク 

整備現場において、従来品より熱収縮に時間がかかる場合、整備の制限時間（SLA）を超

過する恐れがあり、現場が新製品導入を躊躇する可能性がある。 

初期評価での ROI が合わず顧客が評価中止するリスク 

顧客が導入によりコスト削減や整備時間短縮が十分に実現できないと判断した場合、ROI

が見合わないとして試用や導入を早期に中止する可能性がある。 

導入初期の想定外の複雑さ・トラブルリスク 

整備現場で実際に使用した際に収縮作業に予想以上の手間や技術を要することが判明し、

現場が大量使用をためらい、試験段階から本格採用に至らない可能性がある。 

継続的な性能追跡手法が不足するリスク 

導入後、スリーブの経年劣化や品質安定性のモニタリング手法が提供されないと、長期使

用時の信頼性を整備会社が担保できず、継続的な調達を見送る可能性がある。 



ユーザーが期待する機能改善に対応できないリスク 

顧客（整備会社）が実使用後、例えばスリーブの耐久性や収縮温度などの細かな改善要望

を出した際、迅速な製品改良が難しいと、顧客が他社製品へ乗り換えるリスクがある。 

顧客が技術を習得後、製品価値が減少するリスク 

顧客が製品を利用して整備ノウハウを習得した後、より安価な汎用品に切り替えたり、自

社内で類似品を製造したりすることで、継続的な需要が失われるリスクがある。 

 

 

【開発ロードマップ】 

## STEP 1. ## 

ビジネスモデルキャンバスを描き、ステークホルダー分析を実施。 

（注：ビジネスモデルキャンバスの、本当に役立つ描き方に関しては、当社ブログ記事

「ビジネスモデルキャンバスを理解して事業を成功させる方法」を参照のこと。） 

 

## STEP 2. ## 

エキスパートインタビューで、航空機の設計、航空機メンテナンスに詳しい専門家に聞き

取り調査を行う。 

以下の点を特に重点的に確認する： 

① 【リスク詳細分析モジュールによるリスク分析（一部抜粋）】の発生確率。 

② 現場において技術的に要求される性能 

③ 主要顧客の購入プロセス、特に、購買のデシジョンメーカーは一般的に誰なのか？ 

④ このようなメンテナンスのパーツを航空機の中に組み込むには、どんな当局によるど

のような承認が必要で、そのためにはどの程度の時間を要するのか？ 

（注：エキスパートインタビューの要諦に関しては、当社ブログ記事「ビジネスにおける

「顧客の声」をどう聞くべきか？エキスパートインタビューの功罪」で詳細に解説しまし

た。） 

→ビジネスモデルキャンバスを書き換える。 

 

## STEP 3. ## 

実際にスリーブを用いて整備を行うスタッフレベル 5－6 人のインタビューを実施。現場

レベルの仕事の手順、そこでの悩み事を聞き取る。このとき決してニーズを訊いてはなら

ない。 

（注：生成 AI がここでスタッフレベルのインタビューをすすめているのは、整備会社に

とって整備時間に関する SLA が最優先であり、その前提が崩れるとこの製品が売れなくな

るからです。） 
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## STEP 4. ## 

理論上のフィージビリティスタディを実施し、理論的には開発できる可能性が現実味を帯

びてきたら、試作品ができる前に、主要再販業者の中の海外のプレイヤーいくつかに、ペ

ーパー上の仕様をもとに、どのような要件を満たせば再販してもらえそうか、確認する。

反応がよさそうなら、LOI/MOU/PO オプションの獲得を試みる。 

（注：生成 AI がこの時点でまだプロトタイプ／サンプルワーク作成をすすめてこないの

は、それを開発するのにはリソースがかかるため、市場検証がそれだけ遅れてしまうから

です。） 

 

## STEP 5. ## 

必要ならフィージビリティスタディを進め、試作品が完成したら、海外の再販業者、顧客

を巻き込んで、有償の PoC を行う。（無償の PoC が NG である理由は、当社サイト人気ブ

ログ記事「新規事業開発の常識：無償の PoC はダメ、絶対」をご覧ください。） 

 

## STEP 6. ## 

STEP 5 でよい反応が得られれば、製品開発を開始する。 

 

 

以上 

https://startupscaleup.jp/2022/02/27/servicelaunch/

